月惑星研究会関西支部通信　No. ５３号             ２００７年７月２２日
　今回の例会には１０年ぶりの浅田氏、５年ぶりの安藤氏、また、ビジターとして小川氏がこられるなど、参加者の多い例会となりました。木星にも火星にも事件が起こり、ニュースの多い惑星界ですが、今回もたくさんの内容が話し合われました。

　また、今回の例会で、１１月に滋賀県で開催を計画している「木星会議」の最終的な内容の検討を行いました。この内容に基づき、ぷろぐらむを、作成し、天文雑誌をはじめとする、各種団体に案内を発送することとなりました。

例会参加者

　　柚木・福井・瀧本・伊賀・薄出・浅田・奥田・小山田・林・風元

　　永長・小川（ビジター）・安藤・安達　以上１４名

＜参加者近況＞

柚木：　心臓の手術をした。血管がかなり詰まっており、ステント(ワイヤー)

　　　を挿入した。（もうすっかり元気そう。もしかして不死身か‥。

　　　　コンピュータが壊れて困っている。キビッツから金星の共同観測をしたいと言ってきた。伊賀さんに手紙文の翻訳をお願いしたが、その時点でPCが壊れてしまった。観測は７月は出来なかった。手術後の見舞金を当ててノートPCを買った。そのおかげでDMKが使えるようになった。
福井：　木星だけの観測をしている。火星は高度が高すぎてベランダからは観測が出来ない。ここしばらくは気流のよい日があってほっとしている。望遠鏡はシートをかぶせて、いつでも使えるようにしている。誠報社のシートを使用しいている。

瀧本：　機構改革で仕事は、ばたばたしている。最近の気流は例年と違っておかしい。７月になったが、晴れてくれる日がなく、こまっている。連日宴会が続き、今日を含めると４日目になる。もうすぐ倒れるかも。体調が芳しくなく、ドクターストップがかかり、県外の出張は出来なくなっている。でも、支部例会は参加した。（いいの？大丈夫？）

伊賀：　天文ガイドの執筆が終わり、さびしくなった。病気は進行し、展開図を作るのが出来なくなった。マウスをドラッグしたり領域指定をしたりするのが出来なくなったからだ。こういった作業は音声入力ではやりきれない。だから、ロジャース氏から送られてくる文章の翻訳をしたりしている。柚木さんからの翻訳は楽しかった。今日は１５年ぶりの木星の異変をまとめてきた。
薄出：　３年ぶりに来た。前回から復帰している。自宅のドームの木製の部材が腐ってきた。（木星の場合、よくあることですねご多分に漏れず、安達のところでも）電動フォーカスを自己開発している。（仕掛けはまだ内緒とか）健康のほうは尿酸値があがっているよう。

浅田：　１０年ぶりに参加した。土曜日や日曜日が７割くらい開くようになったので参加できた。（でも、収入は減ってしまうとの由）観測は２月よりスタートし、木星は２３観測をこなした。分からないことを伊賀さんに聞くようにしているが、例会に来て状況を知りたいと思っている。毎日２０時間くらい起きている（仙人の修行でもしているの？）ので、観測にも力が入れられる。他人の観測は極力見ないようにしている。自分で出来るところまでやりたいと思っている。観測機材は９６年と同じものを使っている。

奥田：　２ヶ月くらい前から睡眠時間が４時間くらいになって、寝不足が続いている。先月より配置転換があって、毎日仕事に追われている。観測は梅雨明けくらいから始めたいと思っている。３色合成はわずらわしくなり、今回は赤外とメタンバンドを狙いたいと思っている。
小山田：　慢性胃炎は少しずつ快方に向かっている。先日、バリウムを飲んでおなかを膨らまされている最中に検査機械がストップし、ひどい目にあった。６月７月ともに観測は出来なかった。いつ晴れるかと心待ちにしている。真っ赤な大赤斑を見たかったが、SEB　かく乱がおこり、がっかりしている。

林：　　４月に花山天文台NPO法人「花山星空ネットワーク」のお手伝いをするようになった。そういういきさつから、花山天文台を一月間お借りして安達さんと観測を行った。４５ｃｍで金星・木星・土星を撮ったが、成果は今ひとつだった。原因は４５ｃｍにカメラがうまく取り付けられないことにある。また借りることになるので、早急に改良したいと言って下さっている。アイピースは24.5mmのものしかつけられなかった。

　　　アメリカンサイズのものをつけられるようにしたが、メタンバンドでは光学的な原因でピントが出ないため、コレクタというレンズをはめなければならない。しかし、レンズが見当たらず、よい成果は出なかった。

風元：　７月５日に観測できて以来晴れていない。DMK/DFK両方をかった。

　　　熊森さんと同じ方法でやっている。シーイングを改善できないかと思い、パソコン用のファンを２箇所取り付けた。結果は非常によかった。ファンを止めるとシーイングは改善しない。模様はよく見ないと分からないが、ファンをまわすと1/10は改善される。みなさんにおすすめしたい。５月中ごろにPCが壊れた。ALPOのメールがすべて消えてしまった。会員の皆さんで、メールを保存している方があったら、連絡をいただきたい。

みなさんが：前回の熊森さんの参加で得た情報は、皆さんに大きな影響があったとか。　　おうい！熊さん！またきてねっ！

永長：　今日は小川さんを誘ってやってきた。午前中は国際光器に行ってきた。４０ｃｍのドブソニアンがほしかった。５月の連休中にホワイティードブソニアンを１０万円で買った。２５cmでは集光力が足りないので３０cmにすることが目的だ。２５cmとはまったく違った結果が出てよかった。集光力が大きくなり拡大率を上げることが出来た。Goさんのものに
　　　迫りたいと思っているが、あとは、シーイングだけだ。火星は高度が高いので３０ｃｍよりも２５ｃｍのほうがよかったかもしれない。（永長さん。もうひとつ２５ｃｍのドームを作ったら解決するかも）惑星観測はSEBのかく乱の出るときの暗柱を見ないとやめられない。

小川：　兵庫県の小野市から来ました。パソコンで偶然ALPOを発見し、近くにおられた永長さんと連絡を取るようになった。もともと八王子市にいいたが退職して星の見るところを探し、兵庫県に引越ししてきた。現役のときはプラネタリウムを作る会社に勤めていたので、現役時分には柚木さんや熊森さんと親交があった。天文は昔から好きだったので、自宅に天文台を作るのが夢。

安藤：　５年ぶりに来た。観測はむかしのままの機材で行っている。家にあるウェッブカメラで観測をしてみたらよく撮れたので、銀塩よりよいことが分かった。いろいろ調べているがウェブレット変換時にノイズが出て、それをどうするか悩んでいる。南中までしか観測できないので、木星はもうそろそろ観測が出来なくなるので悲しく思っている。

　　　（何言っているん！火星がいるじゃん！）

木星の近況（伊賀）

（1） 木星のかく乱現象の一覧
　　木星の表面に起こるかく乱現象の一覧表を作ってきた。

　STrZのかく乱　SEBかく乱　mid-SEBoutbreak  NTBsかく乱　

　の４つが挙げられるが、これらを１９００年以降で調べてきた。今回のように３つの現象が一度に発生しているのは１９２０年と１９７５年の２回だけで、今回は３回目になる。

（2） STｒZかく乱

　STｒ－１とSTｒ－２がほとんど同時に発生後、少しずつ前進している。循環気流のモデル図を作った。循環気流が形成されればSTｒZかく乱と定義できると思われる。

（3） NTBｓのoutbreak

 NT－currentに乗っている。基本的にcurrent-Cだと言われているが、ロジャースはDがあるといい、私もそう思っている。

　　Δλ１　　－１６３．４（D-current）

    Δλ２　　―　５４．２（Ccurrent）

Dはかなり速く前進している。

　９０年のリーディングスポットと同じ、２つのスポットが出た。D気流に乗って前進している。
　３月２７日にカルバルホさんが見つけたのが最初だったが、それにリーディングスポットが捉えられた。９０年のリーディングスポットと同じ、２つのスポットが出た。これはD気流に乗って移動している。これはDに相当している。NTCのリーディングスポットはまるでファスナーのような開いた部分に、暗斑が出来ているような有様に見える。

（4） 木星に見られる現象を一覧に出来るモデル図を作った。

　　それにより、見えているものがどのような現象であるかを確認した。

（5） SEBかく乱

　１９７１年・・・・・・・・今年とよく似ている

　　　　　　　　　　　　　　８月１５日に大きな白斑がSEBにできた。

　２００７年・・・・・・・・共通点があるか注目したい。

　　　　かく乱が起こる要件

1 SEBが淡いこと

2 GRSが赤いこと

3 GRSの後方かく乱領域が消失すること

4 　SEBｓ後退暗斑群がなくなる

　過去のSEBかく乱を、ロジャースの本のスケッチより振りかえった。

· ２００７年は暗柱はあったか。

　　　　はっきりしないが、それらしいものは見られた。

◎　５月１８日のロジャースのレポートでは５月１５日にバージの上に白斑が観測された。さらにそれは成長するかもしれないと言っている。

　　１９４９年や１９５５年にもSEBの単価が終わる前にSEBかく乱が起こった例がある。

· ロジャースの予見
・このかく乱は短命かもしれない。

・STrD-2には影響を与えない。STｒD-1まで行くだろう。

· SEBが復活してもすぐに淡化するだろう。

（6） 循環気流

　宮崎さんが連続できれいに捕らえている。

　１９２０年。１９３２年に循環気流はしっかり観測されている。
（7） 質疑応答

· SEBは淡化するか。（永長）

　　　STrかく乱も淡化するだろう。

　　　循環気流もなくなるだろう。

· 暗柱の正体は何か（永長）

　　　多分白斑がたてに長くなった後方の晴れの領域だろう。

木星会議について（安達）

◎　木星会議のときに、位置測定や展開図を作るソフトの講習会を行いたいと

伝えていたが、今回のように木星面にたくさんの事件が起こったため、この計画は白紙に戻し、木星の現象のまとめに時間を使うようにすればどうかと、安達からの提案があった。

　議論をしたが、ソフトの内容を知ることも必要だから、研究発表の時間の中にそれを含めることにして、このソフトの件だけで、単独の時間を費やすのは避けようということになった。現在使われているものは

　伊賀さんの作ったもの

　堀川さんが使っているもの

　WIN-JUPOS

以上の３通り。これらを解説していただき、特長を見出したいと思う。

· 海部先生の特別講演

　１時間の予定で行いたい。紹介や質疑は除き、実時間１時間としたい。

　特別講演は、自己紹介の前に行いたい。

· 参加費

　当初の予定通り８０００円で実施する。

· 残る計画の部分については、安達に一任とする。
火星の近況
（1） 黄雲の発生

　安達は６月１５日のTHEMISの画像で、ヘラスに二つの赤い斑点を記録している画像を初発の現象と見ていると発表した。ＴＨＥＭＩＳの画像にそれが記録されており、はっきりとその初発の現象が認められる。しかし、その二つの発生源が今回の大規模なダストストームの初発の現象だと判断するのは、総計なようだ。
　ＴＨＥＭＩＳのチームなど、今回のダストストームの発生源を精査したところ、マリネリス渓谷の東側に６月２３日に発生したのが最初だと、例会直前に情報が入った。

　安達は、支部に入ってくる情報が不足していることと、ダストストームの発達がゲリラ的に進行していることも手伝い、状況を把握できないままになった。

また、例会の直前にＰＣが壊れたことも手伝い、海外からの情報によって、状況をつかんでいる状態となった。

（2） 黄雲の進行

　黄雲はマリネリス渓谷の東側で発生して以来、ノアキスで大きく発達した。この様子はメルケ氏が記録されており、今回の黄雲は「ノアキスの黄雲」としてよいと考えられる。

　ノアキスで大きく発達してから南方に大きく広がり、そこから東西にゲリラ的に進行していく様子が世界各地で捉えられた。ＴＨＥＭＩＳの画像でも、この様子が記録され、一気に進行していく様子が記録されている。また、北半球にも進行し、全球的に広がった。
　７月にはいると南極冠が黄雲に覆われた。それまで小さくなってきた南極冠が見られていたが、一気に見えなくなった。ダストに覆われると、大気の温度が上昇するため、南極冠の早い縮小が見られると思われる。

（3） 今後

　どのような展開になるかは、まだ不明だが、大規模な変化が起こっている。暗色模様の変化とともに、全体がどのように変化しているかを、精査していきたい。

事務連絡

　次回の例会は１０月に会場を押さえることができなかったため、変則的ですが、１１月４日（日）に、いつものように、京都市山科区の生涯学習センターアスニーで行います。
　木星会議直前の例会となります。

お願い

　今回の木星会議は地元で行われます。地域的には中京方面からもアクセスのよいところです。今まで参加されていない方も、たくさんご参加くださいますようお願い申し上げます。
